
Focus 政策・制度

13 12

Focus 政策・制度

地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
し
た

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
地
域
を
豊
か
に
す
る

―
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

Focus
政策・制度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
自
治
体

が
、
す
べ
て
の
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
一
方
、

大
き
な
利
益
が
期
待
で
き
な
い
分
野
の
課

題
解
決
に
は
民
間
企
業
の
参
入
も
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
が
一
定
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
の
継

続
性
と
い
う
点
か
ら
不
安
定
さ
も
持
っ
て

い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
行
政
活

動
、
企
業
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

隙
間
を
埋
め
る
事
業
活
動
で
あ
り
、
次
の

よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（1）
目
的

「
地
域
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
解

決
す
る
こ
と
」
・
「
地
域
の
人
々
が
求
め
て

い
る
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
」
が
目
的
で

あ
り
、
事
業
の
ニ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
利

潤
追
求
を
第
一
目
的
と
す
る
企
業
と
は
、

こ
の
点
が
異
な
り
ま
す
。

（2）
事
業
の
継
続
性

地
域
課
題
を
解
決
し
、
事
業
を
継
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
事

業
計
画
・
資
金
計
画
の
作
成
・
実
行
を
し
、

事
業
継
続
に
必
要
な
収
入
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
異
な
り
ま
す
。

（3）
サ
ー
ビ
ス
の
質

地
域
課
題
の
解
決
と
い
う
高
い
志
を
も

っ
た
活
動
で
す
が
、
企
業
と
同
様
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、

高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

(4)
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
存
在

事
業
創
設
者
と
し
て
、
地
域
の
課
題
解

決
に
強
い
情
熱
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
と
、

支
援
者
で
あ
る
仲
間
の
存
在
が
不
可
欠
で

す
。

（1）
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

独
自
の
方
法
に
よ
る
課
題
解
決

地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域
独
自
の
創

意
・
工
夫
に
よ
り
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
、
住
民
が
期
待
し
、
支
持
す

る
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（2）
新
し
い
住
民
自
治
の
実
現

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
は
、

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、「
自
己
決
定
・
自
己
責
任
」

の
地
方
分
権
型
住
民
自
治
の
実
現
を
促
進

し
ま
す
。
加
え
て
、
住
民
主
導
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

（3）
地
域
経
済
の
活
性
化
と

新
規
雇
用
の
創
出

企
業
O
B
や
女
性
・
若
者
な
ど
、
市
民

起
業
家
を
創
出
し
、
新
規
雇
用
者
を
生
み

出
し
ま
す
。
事
業
収
入
は
新
た
に
地
域
資

源
に
投
下
さ
れ
、
地
域
内
の
経
済
が
循
環

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

モ
デ
ル
に
は
創
業
資
金
を
助
成
す
る
制
度

や
、
N
P
O
活
動
に
必
要
な
資
金
の
一
部

を
融
資
（
利
子
補
給
）
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

最
近
で
は
、
地
道
な
活
動
に
よ
り
得
た

信
用
力
に
基
づ
い
て
、
償
還
期
間
十
年
、

一
口
十
万
円
と
い
っ
た
市
民
債
券
（
私
募

債
）
の
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
を
行
う
ケ

ー
ス
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
い
う
新
し
い
仕
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

(4)
中
間
支
援
組
織
に
よ
る
支
援

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
対

し
て
、
資
金
面
や
人
材
・
情
報
面
で
の
総

合
的
な
支
援
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
間
支
援
組
織
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ

ー
）
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
支

援
組
織
の
設
立
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

（1）
情
報
提
供

①
起
業
に
関
す
る
相
談
会
開
催

②
N
P
O
設
立
の
相
談
会
開
催

③
法
的
手
続
に
関
す
る
支
援

④
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
診
断
・
助
言

⑤
先
進
事
例
の
紹
介

（2）
業
務
委
託

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
代

表
的
な
主
体
は
N
P
O
で
す
が
、
利
潤
追

求
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
安
定
し
た
事
業
資
金
の
確
保
に
窮
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
活
動

を
通
じ
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
特
定
の
領
域
に
お
い
て
高
い
専
門
性

を
有
し
な
が
ら
柔
軟
性
・
機
動
性
に
優
れ

て
い
る
公
益
的
な
N
P
O
も
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
N
P
O
へ
の
業

務
委
託
は
、
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
策
の
一
つ
で
す
。

（3）
資
金
の
助
成

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
公
募
し
、
優
秀
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

特
徴

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

効
果

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
行
政
の
支
援
策

故
郷
に
戻
っ
た
企
業
O
B
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
故
郷
を
豊
か

に
す
る
取
り
組
み
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

て
群
馬
県
太
田
市
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
経
済
産
業
局
と
N
P
O
法
人
日
本
N
P

O
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
実
施
す
る
こ
の
取
り

組
み
は
、
豊
富
な
経
験
、
知
識
、
実
績
を
持
つ

高
齢
者
が
、
故
郷
で
活
躍
で
き
る
可
能
性
を
秘

め
た
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
郷
で
こ
だ
わ
り
事
業

タ
ー
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ラ
ム

平
成
十
五
年
九
月
二
日
、
改
正
地
方
自
治
法

が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
指
定
を
受
け

た
「
指
定
管
理
者
」
が
「
公※

　

の
施
設
」
を
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
は
認
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
株
式
会
社
で
も
、
議
会
決
定

が
あ
れ
ば
指
定
管
理
者
に
な
れ
る
も
の
で
、「
官

か
ら
民
へ
構
造
改
革
」
を
推
進
す
る
小
泉
内
閣

の
規
制
緩
和
策
の
一
つ
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
代
表

的
な
担
い
手
で
あ
る
N
P
O
の
受
託
業
務
の
幅
を

広
げ
、
安
定
的
な
事
業
収
入
を
得
る
道
を
開
く
も

の
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※「
公
の
施
設
」と
は
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ

て
住
民
に
供
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
設
け
る
施
設
。

指
定
業
者
制
度

コ
ラ
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
、
新
製
品
の

共
同
開
発
や
新
分
野
進
出
を
目
指
す
地
域
の
中

堅
中
小
企
業
、
あ
る
い
は
店
舗
改
装
・
新
規
出
店

を
目
指
す
中
小
商
業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
に
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

金
融
の
新
た
な
手
法
で
す
。

地
域
社
会
に
お
い
て
互
い
に
信
頼
関
係
に
あ

る
企
業
グ
ル
ー
プ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
、
自
ら
の

資
金
を
拠
出
し
合
う
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

固
有
の
信
用
情
報
と
高
い
モ
ラ
ル
に
基
づ
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
構
成
員
へ
の
貸
付
審
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調

達
を
円
滑
に
行
う
も
の
で
す
。

二
〇
〇
一
年
十
一
月
、
日
本
ト
ラ
ス
ト
フ
ァ
ン

ド
を
中
心
と
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
企
業

等
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
日
本
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
レ
ジ
ッ
ト

コ
ラ
ム

全国の先進事例

名称 所在地 事業概要

㈱小川の庄 長野県小川村 郷土食おやきで高齢者雇用

森のそば屋 岩手県葛巻町 水車をシンボルとした地域特産品そばの
製造･販売

㈱アモールトーワ 東京都足立区 生活支援サービスによる商店街活性化

㈱黒壁 滋賀県長浜市 歴史的建造物活用による集客交流事業

㈱ア・ラ・小布施 長野県小布施町 街並み修景事業による観光産業

NPO・FUSION長池 東京都八王子市 大規模団地多摩ニュータウンの暮らしを
支える活動

㈱なんてん共働サービス 滋賀県石部町 福祉サービスと建築物管理施行

コミュニティ・サポートセンター神戸 兵庫県神戸市 住民活動団体支援による復興支援活動

都岐沙羅パートナーズセンター 新潟県村上市 まちづくりの中間支援組織
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URL:http://www.nande.com/ogawa/index.htm
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「
お
や
き
」
は
、
こ
の
地
方
に
昔
か
ら
伝

わ
る
焼
き
饅
頭
の
一
種
で
す
。
野
沢
菜
な

ど
の
具
を
小
麦
粉
の
皮
で
包
み
込
み
、
囲

炉
裏
な
ど
で
焼
い
て
食
べ
る
も
の
で
、
主

食
と
野
菜
が
同
時
に
摂
れ
、
作
り
置
き
も

き
く
便
利
な
食
べ
物
で
す
。
昭
和
三
十
年

代
ま
で
は
各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
生
活
が
洋
風
化
し
、
村
の
家
庭
か
ら

も
囲
炉
裏
が
姿
を
消
す
に
つ
れ
て
、
次
第

に
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
、「
小
川
の
庄
」
の
社
長
を
務
め
る

権
田
さ
ん
は
、
そ
の
当
時
、
年
々
過
疎
化

が
進
み
、
子
ど
も
や
若
者
が
減
り
つ
つ
あ

っ
た
村
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
、「
若
者
を

村
に
呼
び
戻
し
た
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

14

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

Focus
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長
野
県
上
水
内
郡
小
川
村
は
、
長
野

市
の
中
心
と
白
馬
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
長
野
市
か
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

道
路
を
車
で
三
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で

す
。
人
口
約
三
千
五
百
人
の
村
で
、
高

齢
化
率
は
四
割
弱
。
特
に
農
業
人
口
の

ほ
と
ん
ど
が
六
十
歳
以
上
で
、
年
間
の

農
産
物
出
荷
総
額
は
隣
の
中
条
村
と
合

わ
せ
て
も
わ
ず
か
五
億
円
と
い
う
、
高

齢
化
・
過
疎
化
の
進
む
典
型
的
な
中
山

間
地
域
で
す
。

こ
の
小
川
村
を
一
躍
有
名
に
し
た
の

が
、
郷
土
食
の
「
お
や
き
」
で
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
五
月
、
変
則
的
な
第
三

セ
ク
タ
ー
方
式
で
ス
タ
ー
ト
し
た
村
づ

く
り
事
業
「
お
や
き
村
（
株
式
会
社
小

川
の
庄
）」
は
、
数
々
の
特
徴
あ
る
取
り

組
み
が
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

「
小
川
の
庄
」
の
従
業
員
の
多
く
は
小

川
村
在
住
ま
た
は
出
身
者
で
、
し
か
も

「
六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
高
齢
者
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年

度
の
年
商
は
七
億
円
に
達
し
、
村
に
活

気
を
与
え
る
ば
か
り
か
海
外
で
も
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

社
長
の
権
田
市
郎
さ
ん
も
小
川
村
の

出
身
。「
村
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
」

と
立
ち
上
が
り
、
数
多
く
の
協
力
者
や

応
援
者
を
得
て
「
お
や
き
村
」
を
軌
道

に
乗
せ
た
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
地
元
な
ら

で
は
の
郷
土
食
に
着
目
し
、
地
域
と
の

共
存
共
栄
を
第
一
に
考
え
て
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
「
小
川
の
庄
」に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
状
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「おばあちゃん」の要望を取り入れた働きやすい職場

六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し

郷
土
食「
お
や
き
」が
村
を
元
気
に
す
る

造
・
営
業
・
総
務
部
長
と
し
て
、
権
田
社

長
を
支
え
ま
し
た
。
権
田
社
長
の
強
い
熱

意
と
彼
ら
の
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

農
協
が
長
野
県
農
協
地
域
開
発
機
構
の
ふ

る
さ
と
田
舎
事
業
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
農
協
か
ら
七
十
五
万
円
（
当

初
資
本
金
五
百
万
円
の
十
五
％
）
と
床
の

補
修
・
水
道
の
施
設
等
に
関
す
る
二
千
二

百
万
円
の
投
資
を
受
け
、「
小
川
の
庄
」
が

ス
タ
ー
ト
で
き
た
の
で
す
。
発
足
に
あ
た

小川村 

長野県 

長
野
県

小
川
村

し
か
し
、
実
際
に
村
に
住
ん
で
い
る
の
は

高
齢
者
ば
か
り
。
そ
こ
で
、
若
者
を
呼
び

戻
す
た
め
に
も
、
今
こ
の
村
に
住
ん
で
い

る
多
く
の
高
齢
者
の
た
め
に
も
、
ま
ず
魅

力
あ
る
村
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
し
た
。
お
年
寄
り
に
も
で
き
る
、
魅
力

あ
る
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
探
し

続
け
た
結
果
、「
お
や
き
」
に
た
ど
り
つ
い

た
の
で
す
。

「
昔
は
、『
お
や
き
が
焼
け
な
け
れ
ば
嫁
に

行
け
な
い
』
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
、
お
年

寄
り
な
ら
誰
で
も
作
り
方
を
知
っ
て
い
た

か
ら
で
す
」。

会
社
の
創
立
メ
ン
バ
ー
は
、
食
品
加
工

会
社
に
勤
務
し
て
い
た
権
田
さ
ん
を
は
じ

め
、
地
元
の
郵
便
局
員
や
農
協
職
員
な
ど
、

小
川
村
出
身
の
七
名
で
し
た
。
彼
ら
「
七

人
の
侍
」
は
、
気
心
の
知
れ
た
二
十
代
か

ら
の
仲
間
で
、
顧
門
・
参
与
あ
る
い
は
製

株式会社 小川の庄　取締役代表

権田市郎さん

郷
土
食
こ
そ
地
域
資
源

高
齢
者
の
技
術
を
活
か
し
た

お
や
き
事
業

っ
て
は
、「
村
の
人
た
ち
が
、
生
涯
現
役
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
」「
普
段

着
で
出
か
け
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
働
け

る
場
」
の
創
出
を
目
指
し
ま
し
た
。

「
小
川
の
庄
」
は
、
地
元
の
人
た
ち
の
協

力
や
マ
ス
コ
ミ
が
競
っ
て
取
り
上
げ
る
幸

運
に
も
恵
ま
れ
、
初
年
度
売
上
約
一
億
四

千
万
円
と
順
調
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
創
業
か
ら
十
年
余
り
は
順

調
に
伸
び
て
い
た
「
小
川
の
庄
」
の
売
上

は
、
平
成
十
年
の
約
七
億
二

千
万
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

転
じ
ま
し
た
。
不
景
気
に
加

え
、
長
野
県
は
平
成
十
年
に

開
催
さ
れ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
景
気
の
反
動
が
大
き

く
、「
小
川
の
庄
」
も
大
手

ス
ー
パ
ー
閉
店
に
伴
い
、
そ

こ
に
出
店
し
て
い
た
五
店
舗

を
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
既
存
店
の
売
上
も

大
幅
に
減
少
し
、
ど
こ
ま
で

小川の庄ホームページ
http://www.nande.com/ogawa/index.htm
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販
売
を
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
補
助
は
、
製
造
施
設
に
対
し
、

国
か
ら
二
千
万
円
、
県
と
村
か
ら
各
一
千

万
円
。
そ
の
後
五
年
間
で
村
に
一
千
万
円

を
返
済
し
、
現
在
、
施
設
は
「
小
川
の
庄
」

の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
ご
と
に
作
業
場
を
作
っ
て「
集
落
一

品
作
り
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
徒
歩
十
五
分

で
通
え
る
働
き
手
が
十
五
人
確
保
で
き
る

範
囲
を
一
集
落
と
し
、「
お
年
寄
り
が
畑
仕

事
の
感
覚
で
通
え
る
職
場
」
を
実
現
し
ま

し
た
。
現
在
は
「
お
や
き
村
」「
農
園
村
」

「
野
沢
菜
村
」「
山
菜
村
」の
四
集
落
で
す
。

多
く
の
作
業
場
を
抱
え
る
こ
と
は
、
経

営
上
は
コ
ス
ト
増
で
す
が
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
と
希
望
の
も
て
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
労
働
力

の
安
定
確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

発
足
時
に
最
も
特
徴
的
だ
っ
た
基
本
方

針
が
、「
六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し
」
で
す
。

現
在
、
従
業
員
数
は
約
八
十
名
で
す
が
、

半
数
が
六
十
歳
以
上
で
す
。
設
立
当
初
の

下
が
る
か
分
か
ら
な
い
と
、
経
営
を
危
惧

す
る
ほ
ど
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
状
態
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
五
人
も
退
職
し
た
の
で
す
。

人
手
も
足
り
て
い
る
し
、
年
齢
も
あ
る
し
、

そ
ろ
そ
ろ
ゆ
っ
く
り
老
後
を
楽
し
む
の
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
理

由
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
五
人
も
ま
と
ま
っ
て
退
職
し

た
こ
と
は
な
く
、
長
年
一
緒
に
働
い
て
き

た
の
で
寂
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
は
、
売
上
減
の
た
め
事
業
規
模
を
縮

小
し
な
が
ら
も
、
強
引
な
人
員
削
減
を
せ

16

平
均
年
齢
は
六
十
五
歳
で
し
た
が
、
現
在

は
若
い
人
た
ち
も
増
え
て
、
五
十
五
歳
に

下
が
っ
て
き
ま
し
た
。

定
年
は
各
自
が
決
め
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
健
康
で
働
け
る
七
十
五
歳
前
後
で
退
職

す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
六
十
歳
未
満

の
若
い
人
へ
の
配
慮
や
、
十
分
な
現
金
収

入
を
得
て
豊
か
に
な
り
、
い
よ
い
よ
本
当

の
老
後
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
心
の
ゆ
と

り
が
で
き
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

販
路
は
当
初
、
村
内
の
「
お
や
き
村
」

一
店
舗
で
、
顧
客
は
長
野
市
な
ど
周
辺
地

域
の
人
た
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
権
田
さ
ん
た
ち
は
「
お
や
き
」

を
販
売
す
る
か
ら
に
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
村
の
味
」
が

都
会
の
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、

東
京
の
デ
パ
ー
ト
の
売
り
子
さ
ん
に
も
試

食
し
て
も
ら
い
、
具
の
味
や
皮
の
柔
ら
か

さ
を
決
め
ま
し
た
。
蒸
し
て
も
焼
い
て
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
調
理
直

後
に
瞬
間
冷
凍
し
て
全
国
に
配
送
し
て
い

ま
す
。
こ
の
瞬
間
冷
凍
方
法
に
は
予
想
以

上
に
苦
労
し
、
今
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
企

業
秘
密
に
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格
に
つ
い
て
は
、
百
四
十
円
を
基
本

に
、
で
き
る
限
り
抑
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
価
格
競
争
の
た
め
で
は
な
く
、
普
及
さ

ず
に
す
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
低
迷
か

ら
も
よ
う
や
く
脱
し
、
五
億
六
千
万
円
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
た
売
上
も
、
今
年
度
は

七
億
五
千
万
円
に
回
復
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
施
設
改
修
投
資
や
財
務
の
健

全
化
の
た
め
、
会
社
の
資
本
金
も
二
千
万

円
に
増
資
し
、
安
定
的
な
成
長
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
小
川
の
庄
」
に
は
、
創
業
当
初
か
ら
続

く
三
つ
の
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。

村
が
企
業
に
出
資
で
き
る
条
例
が
な
い

た
め
、
村
か
ら
の
出
資
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
点
で
、
通
常
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

と
は
異
な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
「
第

三
セ
ク
タ
ー
」
と
呼
ぶ
の
は
、
基
本
理
念

を
共
有
し
、
村
と
一
体
と
な
っ
て
村
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

事
業
は
、
村
・
農
協
・「
小
川
の
庄
」の
三

者
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を
し
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
村
は
補
助
金
導
入
の
検
討
・

実
施
や
道
路
整
備
な
ど
の
環
境
整
備
を
、

出
資
者
で
も
あ
る
農
協
は
遊
休
施
設
の
提

供
や
無
農
薬
有
機
栽
培
に
よ
る
原
料
の
確

保
を
、
そ
し
て「
㈱
小
川
の
庄
」が
加
工
・

おやき村への入口（右上）。村には囲炉裏を切った棟があり、その場でおやきを味わえる

作ってすぐ焼くことが「おやき」のおいしさの秘訣のひとつ

「おやき」はこの地方に伝わる郷土食
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「
小
川
の
庄
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を
形
づ
く
る

特
徴
的
な
三
つ
の
基
本
方
針

皆
に
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
い
た
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幅
広
く
販
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す
る
た
め
の
工
夫

方
針
1

変
則
的
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

方
針
3

六
十
歳
入
社
・
定
年
な
し

方
針
2

集
落
一
品
づ
く
り



滑
り
出
し
が
予
想
外
に
好
調
だ
っ
た
た
め

仕
事
が
忙
し
く
な
り
す
ぎ
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
か
ら
「
昼
寝
も
で
き
な
い
の
で
は
、

や
っ
て
い
く
の
が
大
変
」「
ゆ
っ
く
り
世
間

話
も
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
続
出
し

た
か
ら
で
す
。

「
小
川
の
庄
」の
主
役
は
、
何
と
い
っ
て
も

お
や
き
作
り
の
技
術
を
持
っ
た
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
。
彼
女
た
ち
の
生
活
の
ペ
ー
ス

を
尊
重
し
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
こ
と
が
、

事
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

六
十
歳
と
八
十
歳
で
は
作
業
効
率
が
二

割
ほ
ど
違
い
ま
す
が
、
お
年
寄
り
の
働
く

意
欲
を
尊
重
す
る
た
め
、
給
与
は
同
じ
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
十
歳
の
社
員
に

は
不
満
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
将

来
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
て
説

明
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

原
料
は
、
当
初
三
年
間
、
地
元
の
高
齢

者
農
家
三
百
八
十
人
か
ら
継
続
仕
入
れ
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
安
定
供
給
の

面
か
ら
農
協
仕
入
れ
に
切
り
替
え
た
現
在

も
、
極
力
地
元
産
を
使
っ
て
お
り
、
年
商

の
七
割
が
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
定
年
後
に
再
び
農
業
に
携

わ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。「
小
川
の
庄
」

で
は
毎
年
の
買
い
取
り
を
約
束
す
る
な
ど

し
て
、
彼
ら
が
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

集
落
ご
と
に
作
業
所
が
あ
る
の
で
、
い

つ
も
顔
を
合
わ
せ
る
仲
間
が
で
き
、
会
話

を
し
な
が
ら
働
け
ま
す
。
ま
た
、「
お
や
き

村
」
で
お
客
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
働
く
意
欲
も
わ
き
、
高
齢
だ
か
ら
と
閉

鎖
的
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

で
作
っ
た
も
の
が
売
れ
る
喜
び
を
通
し
て

「
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
い
う
自
覚
も
生
ま
れ

ま
す
。

村
の
老
人
医
療
費
は
年
間
一
人
あ
た
り

四
十
七
〜
八
万
円
（
全
国
平
均
七
十
九
万

円
）
と
、
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

働
き
続
け
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
健
康
で

い
ら
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
平
均
寿
命
も

長
野
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

「
小
川
の
庄
」
が
着
実
に
業
績
を
伸
ば
す

に
つ
れ
、
十
代
、
二
十
代
で
も
「
働
き
た

い
」
と
い
う
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
実

際
に
八
人
ほ
ど
が
入
社
し
、
お
や
き
作
り

の
後
継
者
と
し
て
高
齢
者
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
ま
す
。
権
田
さ
ん
が
最
初
に
抱
い

た
「
若
者
を
村
に
呼
び
戻
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
、
よ
う
や
く
実
現
に
向
か
い
始

め
た
の
で
す
。「
地
元
で
は
勤
務
先
と
し
て

の
信
用
が
ま
だ
な
い
の
か
、
若
い
人
は
村

ン
リ
ー
ワ
ン
」
に
な
り
得
る
か
ら
で
す
。

平
成
十
年
か
ら
は
、
全
社
員
で
「
我
が

家
の
一
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
八
十
品
）」
を
開

催
し
、
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
商
品
化
し

て
い
ま
す
。「
に
ん
に
く
味
噌
」
な
ど
の
ヒ

ッ
ト
商
品
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

売
上
の
増
加
に
追
い
つ
く
程
度
に
、
生

産
技
術
の
機
械
化
を
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
機
械
化
が
高
齢
者
の
雇
用
の
場
を
奪

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
原
料
と
ア
イ

デ
ア
の
提
供
は
六
十
歳
以
上
、
加
工
は
六

十
歳
未
満
」
と
い
う
分
業
体
制
を
目
指
し

て
い
ま
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
っ
て
の

『
小
川
の
庄
』」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

生
協
な
ど
か
ら
「
無
農
薬
証
明
」
を
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
地
元
農
家
や
農
協
で
は

対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
市
場
購
入
の
素

材
で
あ
れ
ば
無
農
薬
証
明
は
難
な
く
取
得

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
地
元
農
業
と
の

共
存
共
栄
と
い
う
目
標
に
反
す
る
た
め
悩

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
他
地
域
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
、
地
元
農
家
と
協
力
し
合
っ

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆

お
や
き
村
は
、
決
し
て
一
個
人
の
成
功

事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
権
田

さ
ん
が
独
創
性
と
実
行
力
の
あ

る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
す
が
、
青
年
団
時
代
の
仲

間
、
地
域
の
高
齢
者
や
生
産
者
、

地
元
行
政
、
農
協
、
外
部
の
協

力
者
な
ど
、
大
勢
の
人
が
「
村

を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
共

通
の
想
い
で
取
り
組
ん
だ
成
果

な
の
で
す
。
権
田
さ
ん
自
身
も

「
皆
の
意
見
を
そ
の
通
り
実
行

し
た
だ
け
」
と
語
り
ま
す
。

「
自
分
の
母
親
が
、
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
生
き
生
き
と
働
い
て

生
活
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
抜

い
た
と
い
う
権
田
さ
ん
。
そ
の

理
念
は
、
村
の
活
性
化
と
い
う

成
果
の
中
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

外
か
ら
通
う
人
が
中
心
で
す
が
、
今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
権
田
さ
ん
は
明

る
い
表
情
を
見
せ
ま
す
。

県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
精
神

薄
弱
者
施
設
へ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
出
か

け
て
い
っ
て
、
実
演
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

周
辺
の
美
麻
村
・
中
条
村
と
は
街
道
沿
い

の
交
流
と
し
て
、「
ア
ル
プ
ス
お
や
き
恋

訪
」
と
い
う
名
称
で
共
通
の
販
促
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
か
ら
十
年
ま
で
、
毎
年
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
る
「
ジ
ャ
パ
ン

エ
キ
ス
ポ
」
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
参

加
し
て
実
演
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
四
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
に

も
出
か
け
、
特
に
ド
イ
ツ
の
グ＊
　

ー
タ
ッ
ハ

村
か
ら
は
学
ぶ
べ
き
点
も
多
く
、
国
際
交

流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

お
や
き
と
い
う
単
品
で
は
将
来
的
に
不

安
な
た
め
、
地
元
の
郷
土
食
の
商
品
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
郷
土
食
こ
そ
「
オ
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も
増
え
、
現
在
、
直
売
店
は
村
内
一
カ
所
の

ほ
か
県
内
三
カ
所
、
そ
の
ほ
か
、
通
販
や
生

協
・
デ
パ
ー
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
特

に
食
の
安
全
に
厳
し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る

生
協
と
の
取
引
は
、
商
品
の
信
用
力
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
や
は
り

主
力
は
直
売
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
直
売
で

な
い
と「
お
や
き
」を
う
ま
く
蒸
し
た
り
焼

い
た
り
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
し
て
、い

ち
ば
ん
お
い
し
い
状
態
で
食
べ
て
い
た
だ
け

な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
「
お
や
き
」
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
新
商
品
の
開
発
に
も

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
自
慢
の
「
My

お
や
き
」
を
商
品
に
加
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ
た

商
品
は
計
五
十
八
種
類
に
も
及
び
ま
す
。

「
小
川
の
庄
」
の
従
業
員
は
全
員
が
正
社

員
で
す
が
、
時
給
月
給
制
を
導
入
し
、
休

み
も
自
由
に
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
農
繁
期
に
は
畑
仕
事
を
し
た

い
」「
孫
が
来
た
と
き
に
相
手
を
し
た
い
」

さ
ら
に
は
「
趣
味
の
時
間
が
ほ
し
い
」
と

い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
要
望
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ
る
た
め
で
す
。

各
職
場
に
は
休
憩
室
を
つ
く
り
、
お
昼

に
六
十
分
、
三
時
に
三
十
分
の
休
憩
時
間

が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
事
業
の

コミュニティビジネスだからこその暖かい職場風景

せ
る
こ
と
が
第
一
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。

「
お
や
き
」
普
及
に
関
し
て
は
、
や
は
り

地
元
村
民
の
協
力
と
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に

よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
千
人
の
村
民
が
、
村
外
の
知
人
や
親
戚

な
ど
に
「
お
や
き
」
を
送
っ
て
く
れ
た
の

で
す
。
こ
れ
が
口
コ
ミ
に
よ
る
効
果
を
生

み
ま
し
た
。
村
外
に
住
む
村
出
身
者
も
、

「
お
や
き
村
」
の
お
か
げ
で
誇
り
を
も
っ
て

村
を
紹
介
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
、
う
れ

し
い
効
果
も
生
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ち
ょ
う
ど
「
ふ
る
さ
と
志
向
」

「
地
方
の
時
代
」
と
い
っ
た
言
葉
が
脚
光
を

浴
び
た
時
期
で
、
マ
ス
コ
ミ
に
競
っ
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
追
い
風
も
あ
り
ま

し
た
。
報
道
直
後
は
、
山
の
中
に
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
、「
費
用
を
か
け
な
い
広
告
」
も
、
販

売
促
進
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
で
は
県
南
部
や
県
外
か
ら
訪
れ
る
人

＊
ド
イ
ツ
グ
ー
タ
ッ
ハ
村
（
人
口
二
千
五
百
人
）

ド
イ
ツ
一
貧
し
か
っ
た
村
が
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン

で
ド
イ
ツ
一
美
し
い
村
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
百
二
十
五
軒
の

民
宿
を
擁
す
る
ド
イ
ツ
一
裕
福
な
村
に
な
り
ま
し
た
。
地
場

の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
食
の
も
て
な
し
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
原
点
）
も
特
徴
で
す
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
第
一
」の

職
場
づ
く
り

お
や
き
作
り
の

今
後
に
向
け
た
課
題
と
展
望

お
や
き
作
り
が
生
ん
だ

幅
広
い
効
果

地
元
経
済
へ
の
還
元

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

後
継
者
の
誕
生

地
域
や
海
外
と
の
交
流

多
彩
な
郷
土
食
の
商
品
化

無
農
薬
証
明
の
確
保

機
械
化
に
よ
る
生
産
効
率
化

ジャパンエキスポでの「おやき」の実演販売。長蛇の列ができるほど好評だった


